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おはようございます。 

本日は、天候の悪いなか、キャラバン隊の出発式にお集まりいただき、誠にありがとうございます。 

河野宮崎県知事様、浜砂県議会議長様、佐々木教育次長様をはじめ、県庁職員の皆様方にお集まりいただき、こうや

って県内キャラバン隊の出発式を開催できることを本当に嬉しく思います。 

 

先日、ＮＨＫで「やさしい猫」というドラマが放映されました。都会の片隅にくらすちっぽけな家族のドラマでした。

しかしながら、このドラマには、世界の縮図であり、様々な矛盾の帰結ともいえる難民の問題について、そして、人間

の尊厳について深く考えさせられるドラマでした。 

 

世界で１億人を超えている難民の問題は、他人ごとではなく、私たち日本人にとってもまさに「地続き」の問題と言

えます。ご存じのとおり、約７０年前、旧ソ連によって、強制的に故郷をうばわれた北方四島にくらしていた元島民は

現在もなお国内避難民として故郷に戻れない状況にあります。 

 

７月初め、宮交シティのアポロの泉において、「北方領土について学ぼう」というイベントを開催いたしました。私

たちの想いに賛同してくださった、サンシャインＦＭやジュニアリーダー、シニアリーダーの方々のご協力の下、手前

味噌ではございますが、すてきなイベントとなったのではないかと思っております。 

 

宮交シティにおいでになったご高齢のご夫婦やちっちゃい子ども連れのお母さん、そして、中高生の皆さんが、買い

物がてらに気軽にこのイベントに参加していただき、多くの方々に北方領土の問題、そして島民の方々の置かれている

現状に関心を持っていただくことができました。 

 

まずは「知っていただくこと」「気にかけていただくこと」からではないかと思います。そこで、本年度は「北方領土

に幸せを！」というキャッチフレーズを掲げ、一人でも多くの県民の皆様方に関心を持っていただくことを大切に活動

していく所存です。 

 

今日から明日にかけてのキャラバン隊において、その想いを訪問させていただく市町村の首長の方々にお伝えしてま

いりたいと思います。 

あわせて、これまで以上に、宮崎県をはじめ、県内のすべての市町村のご協力をいただきながら、官民一体となって、

運動を推進してまいりたいと思います。 

 

どうぞ今後ともご協力、ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

本日はお集まりいただき、誠にありがとうございます。 

 



《ＭＲＴニュース》 

8月は「北方領土返還運動全国強調月間」  

宮崎県庁で啓発活動を行うキャラバン隊の出発式 

 

北方領土問題について宮崎県民に理解を深めてもらおうと、啓発活動を行うキャラバン隊の出

発式が県庁でありました。 

 

これは、8月1日から始まる「北方領土返還運動全国強調月間」にあわせて行われたもの

で、31日の出発式では、河野知事が「両国が解決に向けて歩み寄っていくためには私たちが意

識を高めていくことが大事だ」とあいさつしました。 

 

このあと、キャラバン隊は、県の職員らに見送られて県庁を出発しました。 

 

「本年度は北方領土に幸せをというキャッチフレーズを掲げ、多くの県民の皆様方に、元島民

の方々の幸せを叶えるために、その思いを伝えていきたいというふうに思っております。」 

（北方領土返還要求宮崎県民会議 猪野 滋 会長） 

 

キャラバン隊は、8月1日にかけて延岡市役所や日向市役所などを訪問することにしていま

す。 

2023年7月31日(月) 12:00 

 

《宮崎県庁Ｈｐ》 
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北方領土返還要求宮崎県民会議の皆さまが、日本固有の領土である北方領土の返還要求に対す

る県民の関心と理解を深めるため、県内でのキャラバン実施を前に、県庁前庭にて出発式を行な

いました。 

 

河野知事は、「北方領土のことを県民の皆さまに広く知ってもらうこと、思いをひとつにして

いくことが大切。2日間暑くなると思いますが、頑張ってください。」と激励しました。 

2023年7月31日(月) 

 


